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通信 
田空に遊びにおいで！！この夏も楽しいイベントを開催します 
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■阿蘇惟治（1808～1877） 
　阿蘇神社大宮司。勤王家。国学者。
惟治氏は、阿蘇神社の造営に尽力しなが
ら国防にも熱意を持ち、1853年に黒船来
航後の海防問題に対して藩当局に上書
を提出しています。外国の大艦を海戦で
破る策を考えるなど、大変人望のある勇ま
しい人物であったようです。 

■徳富蘇峰（1863～1957） 
評論家。水俣市生まれ。文豪徳富蘆花
の兄。徳富蘇峰は、西町の蔵原惟昶の
案内で、大正11年5月17日垂玉より阿蘇
に登り火口を見学。坊中へ下り、内牧塘
下温泉に泊まり、翌日、遠見ヶ鼻に登り、
阿蘇五岳を前に阿蘇谷を見て「まるでパ
ノラマだ」と激賞。蔵原氏らの要望により
蘇峰が「大観峰」と命名しました。 

■高田保馬 
（1883～1972） 

社会経済学者。文学博
士。京都大・大阪大名誉
教授歴任。文化功労者。
佐賀県出身。 
昭和39年、高田氏が宮中
御詠歌会の召人の栄を担
ったとき詠進されたのが
この波野・阿蘇ゆかりの
歌でした。 
 

シリーズ阿蘇の文学碑めぐり⑥ 
今月は、初日の出を望むのに最適のスポット、小嵐山、 
大観峰、荻岳にある文学碑をご紹介します。 取材協力　中村道則氏 
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▲小嵐山 阿蘇惟治歌碑 

▲大観峰 徳富蘇峰の詩碑（手前）と吉井勇の歌碑（奧） 

▲荻岳 高田保馬歌碑.
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■阿蘇市をさるこう！のご案内 

『阿蘇神社と水基めぐり』 
国指定重要文化財の阿蘇神社と、若きゃもん会の案 
内で、今、観光客に大変人気の仲町通りの湧水めぐ 
りをします。 
日　時　1月20日（日）9時30分に神社横の旧九電跡 
　　　　地駐車場に集合 
参加費　1000円（保険料込み） 
＊参加希望の方は1月18日までにお申し込みください。 

■地元の皆さんが大切にしているものって？ 

「地域の宝意見交換会」開催のおしらせ 
　当館では、地元の皆さんがその地域で大切にして 
こられた自然、景観、歴史、文化など「地域の宝」 
を２年前にサテライト登録し、後世に引き継ぐ活動 
を行っています。まだ始まったばかりで、もっとた 
くさんの方の理解や協力が必要です。どうか、皆さ 
ん今回の見学会、意見交換会に参加され、 
いろんなご意見をお聞かせください。 
日　時　2月24日（日）午前10時～午後1時 
場　所　当館総合案内所（阿蘇駅前） 
　　　（午前中、サテライト見学をします） 
参加料　500円（弁当代） 
＊参加希望の方は2月20日までにお申し込みください。 
 

第2回フォトコンテスト作品大募集！ 
テーマ「残しておきたい阿蘇の宝～冬～」 

 
 

阿蘇の冬の写真を募集します。 
優秀賞金3万円ほか入賞者には豪
華プレゼントが贈られます。美し
い阿蘇市の姿を写真にしてお送り
ください。 
応募期間は2月29日（金）まで。 
作品規定（媒体は問いません。 
サイズは6つ切り以上4つ切り以下。
A4可。） 

■新米とうまいものコンテストがありました。 
　12月9日「第2回新米とうまいものコンテスト」が行
われました。これは、新米の時期にあわせておかずコ
ンテストを行い、阿蘇に新しい名物料理を作り出そう
というものです。 
　当日の審査は当館案内所に来られたお客さまに味見
してもらい投票をして、最優秀賞、優秀賞などが選ば
れました。今後、
名物作りの参考
になればと思い
ます。レシピ集
を当館に置いて
います、ぜひご
覧下さい。 


